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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月26日(2016.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　差動受信機の動作方法において、
　第１の導電型のテール電流トランジスタを、仮想負電圧によって変調する工程であって
、前記第１の導電型のテール電流トランジスタは正電圧と前記仮想正電圧との間に置かれ
る、第１の導電型のテール電流トランジスタを、仮想負電圧によって変調する工程と、
　第２の導電型のテール電流トランジスタを、仮想正電圧によって変調する工程であって
、前記第２の導電型の前記テール電流トランジスタは前記仮想負電圧と負電圧との間に置
かれる、第２の導電型のテール電流トランジスタを、仮想正電圧によって変調する工程と
を備える、方法。
【請求項２】
　第１のイネーブル入力において第１のイネーブル信号を受信する工程であって、前記第
１のイネーブル入力は第１のテール電流源イネーブルトランジスタに結合され、前記第１
のテール電流源イネーブルトランジスタは、テール電流の総量の第１の部分が流れること
を可能にし、前記第１のテール電流源イネーブルトランジスタは、前記第１の導電型の前
記テール電流トランジスタおよび前記第２の導電型の前記テール電流トランジスタから成
る群から選択される要素に結合される、第１のイネーブル入力において第１のイネーブル
信号を受信する工程と、
　第２のイネーブル入力において第２のイネーブル信号を受信する工程であって、前記第
２のイネーブル入力は第２のテール電流源イネーブルトランジスタに結合され、前記第２
のテール電流源イネーブルトランジスタは、前記テール電流の総量の第２の部分が流れる
ことを可能にする、第２のイネーブル入力において第２のイネーブル信号を受信する工程
とをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項３】
　完全に差動的であり、かつ相補的なトポロジを動作させるための方法において、
　電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）のソース、ドレイン、ゲート、およびボディから成る
群から選択される第１の端子を前記仮想正電圧に結合する工程と、
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　前記ＦＥＴの前記ソース、前記ドレイン、前記ゲート、および前記ボディから成る群か
ら選択される第２の端子を前記仮想負電圧に結合する工程と、
　前記ＦＥＴのソース、前記ドレイン、前記ゲート、および前記ボディから成る群から選
択される第３の端子を正電圧に結合する工程と、
　前記ＦＥＴの前記ソース、前記ドレイン、前記ゲート、前記および前記ボディから成る
群から選択される第４の端子を負電圧に結合する工程と、
　正テール電流源の基準を、負テール電流源に関連付けられる仮想負レール電圧に置く工
程と、
　前記負テール電流源の基準を、前記正テール電流源に関連付けられる仮想正レール電圧
に置く工程とを備える、方法。
【請求項４】
　自己バイアス受信機において、
　正テール電流源に結合される正電圧であって、前記正テール電流源は仮想正電圧を提供
する、正電圧と、
　負テール電流源に結合される負電圧であって、前記負テール電流源は仮想負電圧を提供
する、負電圧と、
　前記仮想正電圧に結合される正ドライバ部分および前記仮想負電圧に結合される負ドラ
イバ部分を備える差動増幅器と、
　起動回路であって、前記仮想正電圧および前記仮想負電圧に結合される起動回路とを備
え、前記仮想正電圧は前記負テール電流源を制御し、前記仮想負電圧は前記正テール電流
源を制御する、自己バイアス受信機。
【請求項５】
　差動受信機の動作方法において、
　第１の導電型のテール電流トランジスタを、仮想負電圧によって変調する工程と、
　第２の導電型のテール電流トランジスタを、仮想正電圧によって変調する工程と、
　欠陥電流の許容性を提供するために、前記仮想正電圧および前記仮想負電圧に結合され
る起動回路を設ける工程と
を備える、方法。
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